Ａ４版　３段組　詩の書式　（小説などと共通）


詩

面白くない

　　　札幌○高等学校　三年　○○　△△△
　

本日もダメ

あさ、

すでにもう手遅れで、

横断歩道が余白に見えた

胸のあたりが、むかむかしている

　

ひる、

数学の中で、

不安を友に今日も寝る

（先生がやけに、黒板の右端をあけるからおそらく）

おちつかなくて

夢を見ていた

　

みずっぽい岩場に

うちひしがれて、波

ざぶんざぶんとふるいおとす、泡

私たち、

死ねばそうして海苔になる

みどりいろ、薄くて磯くさく

四角くなって配られる

中身がすかすかしたまんま、

それはずいぶんおそろしい

だから目覚めて、板書をぎちぎちノートに取

（耳のふちから砂がこぼれる）

（弾力がありザァと鳴る）

あとはもうなし崩しで、

　わたしには余白をすき間で埋めるしかない

あとはもうなし崩しで、

　わたしには余白をすき間で埋めるしかない

詩
顔に化粧ぬりこめて
　　　　札幌○高等学校　二年　○○　△△
なんでもかんでもタッパ

につめてるママ、
（きょうはどうやら大きさ

　を　見誤ったのでして）

ずいぶんとあり余って、（あり

すみっこをさがして這いずりまわっ

たところで、
ふちに

届かないこの腕

のどうしようもなくぶきようなこと

どうしてか

順をゆずる癖、

いっこうに辿り着かない

にきびがちぃともできないわたしは

不格好

とってもじゃないけどそとを歩けやしない

日焼け止めがわりに

しろい砂糖を塗りたくって閉じ

込めたまっくろの肌

弱酸性だもの、　　　（だいじょーぶよ）

わたし！

ほんとはくろがよかったのに

こんなんじゃおるすばん（みったくない）
- 1 -

